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１ ポートエッセイ  － 日本港湾協会定時総会開催、福山市を訪問 － 

～ 日本港湾振興団体連合会会長(新潟市長) 中原 八一 ～ 

 

２ トピック 

 

●新潟港（東港区南ふ頭地区）国際物流ターミナル整備事業着工式典を開催 

（北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所） 

●波の発生に備えて「防災講座」を実施！ 

    （中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所） 

●地元高校生と大阪湾生き物一斉調査を実施 

（近畿地方整備局 神戸港湾空港技術調査事務所） 

●「熊本港耐震強化岸壁着工式」を開催  

       （九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所） 

●佐世保港国際クルーズ拠点供用式典を開催 

（九州地方整備局 長崎港湾・空港整備事務所） 

 

 

３ お知らせ 

 

◇イベント名：海にひろがる夢・みらい ～海の月間パネル展～ 

◇イベント名：南浜朝市 魚と漁師と遊ぼう 

◇イベント名：第１６回 ビーチライフ IN新潟 
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１ ポートエッセイ  － 日本港湾協会定時総会開催、福山市を訪問 － 

                  ～ 日本港湾振興団体連合会会長(新潟市長) 中原 八一 ～ 
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日本港湾協会の第９７回定時総会が５月２９日に福山市で開催され、私も副会長として出席をした。総会

を受け入れて頂いた福山市や広島県関係者の皆様に感謝申し上げたい。 

会場ではまちのＰＲに余念がなく、様々な商品が展示されていたが、福山市は日本のデニムの産地。江

戸時代に福山藩初代藩主水野勝成の奨励により綿の栽培が盛んになり、厚手生地の織布技術や藍染めな

どの染色技術が発展したとのことで、現在、福山のデニム生産量は日本一だそうだ。実際当日の総会資料

はデニム生地のトートバッグに収められており、素敵なお土産となった。 

また福山市はバラのまちとして有名で、２０１６年には「１００万本のばらのまち」を実現したという。２０２５

年には「世界バラ会議」が開催されるということで、道路沿いでは花壇の整備が行われているなど着々と準

備が進んでいる様子が拝見できた。 

今回の総会会場の愛称も「リーデンローズ」とバラを意識したネーミングであった。そのリーデンローズで

開催された総会では国土交通省稲田港湾局長より港湾行政の動向についてお話を頂いた。最初の話題は

やはり、今年１月に発生し、能登地域の港湾に甚大な被害をもたらした能登半島地震についてであった。言

うまでも無く災害時の港湾の果たす役割は大きく、早期復旧は被災者の生活や再建に必要不可欠である。

北陸地方整備局では応急復旧の実施を速やかに実施し、概ね２年以内の復旧完了を目指し本格復旧に取

り組んでいるとの報告があった。地震のみならず災害は激甚化している。国土交通省が現在進めている防

災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策の更なる推進が求められている。 

他にも「サイバーポート」「カーボンニュートラル」「クルーズ」「みなとオアシス」等々の動向についても説明

頂いた。近時の港湾の重要な推進施策だけに関係者の皆様と一体となって取り組んでいかなければならな

いと感じている。 

また総会では例年と同様に、港湾の発展等に貢献し、顕著な功績を上げられた方々の表彰が行われた。

この度表彰された方々、団体に対し、心よりお祝いを申し上げる。その後、港湾を管理する首長からの意見

表明、議案審議と続き、総会は盛会裏に終了した。 

福山市は城下町でもある。福山城は約４００年前に築城された。宿泊したホテルからはライトアップされた

幻想的な雰囲気の福山城を楽しむことが出来た。翌日も新幹線上りホームからすぐ目の前の福山城を眺め

ながら新潟への帰路についた。 
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●新潟港（東港区南ふ頭地区）国際物流ターミナル整備事業着工式典を開催 

（北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所）    

 

令和６年６月８日（土）に北陸地方整備局は「新潟港（東港区南ふ頭地区）国際物流ターミナル整備事業」

の着工式典を挙行しました。 

本整備事業は令和４年９月に村上市及び胎内市沖エリアが「海洋再生可能エネルギー発電設備整備事

業促進区域」に指定され、その翌年４月に国土交通省が北陸管内初となる洋上風力発電の拠点となる「基

地港湾」として新潟港を指定したことにより、岸壁・泊地の機能に必要となる地耐力強化及び水深確保を目

的に整備を行い、洋上風力発電設備の効率的な輸送・建設を可能とするものです。 

 式典当日は地元選出国会議員、首長など多くの皆様に御出席頂き、着工を祈念してセレモニーでは地盤

改良機起動とくす玉開披を来賓の方々と地元児童により執り行いました。 

事業効果としては①２０５０年カーボンニュートラル実現に向けた貢献、②洋上風力発電産業のクラスター

形成、③環境への負荷軽減といった効果が期待されます。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓の方々と小学生によるくす玉開披 

工事開始により起動した地盤改良機 



●津波の発生に備えて「防災講座」を実施！  

（中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所） 

 

令和６年６月２６日（水）名古屋市守山生涯学習センターで、教育委員会が企画する講座「災害の「なぜ」

を知る！」の一環として、津波をテーマに「防災講座」を行いました。 

当日は市民の方が21名参加され、日本周辺は地震が多く津波が起こりやすいことや、海外の地震でも津

波の被害を受ける可能性があることなどを、動画を交えて説明しました。津波の動画には被害の大きさに声

を漏らす姿も見受けられ、改めて津波被害の甚大さを学んでいただきました。 

参加者からは「南海トラフ巨大地震」や「チリ地震による津波」に関する質問があり、津波への関心の高さ

が伺えました。 

 また、防波堤の整備等の減災に向けた港湾の取り組みや、災害支援で活躍する「清龍丸」の働きなどを

紹介しました。翌日に「清龍丸」のテレビ放映が予定されていたこともあり、港湾の取り組みをより身近に感じ

ていただける機会となったのではないかと思います。 

今後も地域の要請に応え、市民の方々の防災意識を高めるとともに、当局の取り組みへの理解を深めて

いただけるよう、活動を続けてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講座の様子 

津波の発生要因 津波の動画 



●地元高校生と大阪湾生き物一斉調査を実施 

（近畿地方整備局 神戸港湾空港技術調査事務所） 

 

行政機関や市民団体等で構成される大阪湾環境再生連絡会（事務局：神戸港湾空港技術調査事務所）

は令和６年６月１７日（月）にせんなん里海公園（大阪府泉南郡岬町）で「大阪湾生き物一斉調査」を実施しま

した。調査では生き物講師の解説を受けながらハクセンシオマネキ等の海洋生物を確認しました。 

また、調査前には参加者の高校生向けに当所職員が出前講座を行い、近畿地方整備局港湾空港部が推

進するインフラ整備や大阪湾再生及び生き物一斉調査等の取組を紹介しました。調査結果は大阪湾各地の

水環境を把握する基礎資料として役立てていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物講師による解説の様子 出前講座の様子 

生き物一斉調査の様子 

調査で確認した「ハクセンシオマネキ」 



●「熊本港耐震強化岸壁着工式」を開催 

                        （九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所） 

 

６月８日（土）九州地方整備局熊本港湾・空港整備事務所及び熊本県の共催により「熊本港耐震強化岸

壁着工式」を開催しました。 

 熊本港は、その背後圏に約 100 万人の人口を有する熊本都市圏を抱え、熊本県北・県央の生活・産業関

連物資の輸送効率化を通じ県北の経済を支えるみなとであり、平成 28 年熊本地震の発生及び近年の半導

体をはじめとした関連企業の進出等により、防災・物流拠点として熊本港の重要性が高まっているところで

す。 

 耐震強化岸壁の整備に伴い、背後産業の物流の効率化及び地域の防災機能の強化に寄与することが

期待されます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

テープカットの様子 



●佐世保港国際クルーズ拠点供用式典を開催 

（九州地方整備局 長崎港湾・空港整備事務所） 

 

令和６年６月１日（土）、長崎港湾・空港整備事務所、佐世保市、カーニバル・コーポレーション＆ＰＬＣ（ク

ルーズ船社）の共催で佐世保港国際クルーズ拠点供用式典を開催しました。 

佐世保港浦頭地区では、東アジアを周遊するクルーズ船の寄港増加に対応するため、国、佐世保市、カ

ーニバル・コーポレーション＆ＰＬＣの３者が官民で連携し、岸壁、旅客ターミナル、駐車場等を整備しました。

平成２９年度に現地工事に着手し、令和２年度には供用できる状況になりましたが、世界的な新型コロナウ

イルス感染症の流行等により、長らく供用できない状況が続き、今般、ようやく第１船の寄港が決まりました

ので、それに合わせて式典を開催する運びになりました。 

当日は、地元選出国会議員をはじめ、県議会議員や市議会議員、地元関係者など、約１３０名の方々に

ご出席いただきました。式典では、主催者からの式辞の後、来賓から祝辞をいただき、最後は、クルーズ船

の目の前で来賓と地元小学生によるテープカットを行いました。また、会場に隣接する広場（クルーズ・フェス

ティバル・ビレッジ）では、クルーズ・フェスティバル in浦頭が開催され、盛大な式典に華を添えました。 

佐世保港は、九州西岸に位置し、背後は大型観光施設のハウステンボスをはじめ、多数の観光資源に恵

まれています。今後は、佐世保港に沢山のクルーズ船が寄港することで、乗船された方に佐世保の魅力を

肌で感じて貰うとともに、佐世保港から地域全体の経済の活性化に繋がることを期待しています。 

 

  

       

 

  

クルーズ・フェスティバル in浦頭の様子 
テープカットの様子 
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◇イベント名：海にひろがる夢・みらい ～海の月間パネル展～ 

【開催日時】 ①７月１日（月）～７月３１日（水） 

         ②７月１３日（土）～８月１２日（月・祝） ９：００～１７：００ 

【場 所】 ①新潟市中央区公民館生涯学習センター（クロスパルにいがた） 

         ②新潟市水族館マリンピア日本海 

【概 要】 市民の海への興味・関心を高めてもらうため、「くらしを支える港」「船を動かす仕事」 

         「海の安全を守る」をテーマにパネル展を開催する。 

【問合せ先】 北陸信越運輸局海事部 （０２５-２８５-９１５６） 

【U R L】 https://wwwtb.mlit.go.jp/hokushin/kishakonndannkai/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://wwwtb.mlit.go.jp/hokushin/kishakonndannkai/index.html


◇イベント名：南浜朝市 魚と漁師と遊ぼう 

【開催日時】 ７月２８日（日）８時～１１時３０分 

【場 所】 新潟市北区 南浜小型船船だまり内 

【概 要】 地域の子供たちの夏休みの思い出作りと、豊かな新潟の海と漁業をはじめとした海 

         の仕事に興味を持ってもらうための企画 

【問合せ先】 新潟漁業協同組合南浜支部 （０２５-２５０-１１２７） 

【U R L】 http://www.jf-minamihama.com 

 

 

http://www.jf-minamihama.com/


◇イベント名：第１６回 ビーチライフ IN新潟 

【開催日時】 令和６年７月２８日 

【場 所】 新潟西海岸 日和山浜 

【概 要】 年間を通じて海辺の利活用を推進することを目的に、地元関係者による実行委員        

         会がビーチイベントとして、ビーチクリーン、ビーチバレー他の各種活動を実施する 

【問合せ先】 第１６回ビーチライフ IN新潟実行委員会 

【U R L】 https://www.facebook.com/beachlifeinniigata 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊：＊：＊： 本メールマガジンに関するお問合せやご意見、また情報の送り先 ：＊：＊：＊：＊：＊：＊： 

日本港湾振興団体連合会事務局 

〒105-0002 港区愛宕１－３－４  

TEL ： 03-5776-0630  FAX ： 03-5776-0631 

  e-mail ： bcf06323@nifty.com 

＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊

https://www.facebook.com/beachlifeinniigata
mailto:bcf06323@nifty.com


 


